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ダイセル健康保険組合



STEP１-１ 基本情報
組合コード 60618
組合名称 ダイセル健康保険組合
形態 単一
業種 化学工業・同類似業

令和6年度見込み 令和7年度見込み 令和8年度見込み
被保険者数
* 平均年齢は
特例退職被保
険者を除く

6,632名
男性82.7%

（平均年齢45.1歳）*
女性17.3%

（平均年齢43.6歳）*

-名
男性-%

（平均年齢-歳）*
女性-%

（平均年齢-歳）*

-名
男性-%

（平均年齢-歳）*
女性-%

（平均年齢-歳）*
特例退職被保険
者数

0名 -名 -名

加入者数 13,178名 -名 -名
適用事業所数 19ヵ所 -ヵ所 -ヵ所
対象となる拠点
数

19ヵ所 -ヵ所 -ヵ所

保険料率
*調整を含む

88‰ -‰ -‰

健康保険組合と事業主側の医療専門職
令和6年度見込み 令和7年度見込み 令和8年度見込み
常勤(人) 非常勤(人) 常勤(人) 非常勤(人) 常勤(人) 非常勤(人)

健保組合 顧問医 0 0 - - - -
保健師等 0 0 - - - -

事業主 産業医 0 10 - - - -
保健師等 13 0 - - - -

第3期における基礎数値
（令和4年度の実績値）

特定健康診査実施率 
(特定健康診査実施者数÷
特定健康診査対象者数)

全体 4,932 ∕ 5,779 ＝ 85.3 ％
被保険者 3,800 ∕ 3,934 ＝ 96.6 ％
被扶養者 1,132 ∕ 1,845 ＝ 61.4 ％

特定保健指導実施率 
(特定保健指導実施者数÷
特定保健指導対象者数)

全体 483 ∕ 878 ＝ 55.0 ％
被保険者 478 ∕ 800 ＝ 59.8 ％
被扶養者 5 ∕ 78 ＝ 6.4 ％

令和6年度見込み 令和7年度見込み 令和8年度見込み
予算額(千円) 被保険者一人

当たり金額（円） 予算額(千円) 被保険者一人
当たり金額（円） 予算額(千円) 被保険者一人

当たり金額（円）

保健事業費

特定健康診査事業費 13,431 2,025 - - - -
特定保健指導事業費 22,490 3,391 - - - -
保健指導宣伝費 2,520 380 - - - -
疾病予防費 135,409 20,418 - - - -
体育奨励費 0 0 - - - -
直営保養所費 1,500 226 - - - -
その他 2 0 - - - -
　
小計　…a 175,352 26,440 0 - 0 -
経常支出合計　…b 4,388,065 661,650 - - - -
a/b×100 （%） 4.00 - -
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令和6年度見込み 令和7年度見込み

令和8年度見込み

(歳)

(百人)

70-74
65-69
60-64
55-59
50-54
45-49
40-44
35-39
30-34
25-29
20-24
15-19
10-14

5-9
0-4

10 5 0 5 10
男性(被保険者) 男性(被扶養者) 女性(被保険者) 女性(被扶養者)

(歳)

(百人)

70-74
65-69
60-64
55-59
50-54
45-49
40-44
35-39
30-34
25-29
20-24
15-19
10-14

5-9
0-4

0 2 4 6 8 10
男性(被保険者) 男性(被扶養者) 女性(被保険者) 女性(被扶養者)
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男性（被保険者）
令和6年度見込み 令和7年度見込み 令和8年度見込み
0〜4 0人 5〜9 0人 0〜4 -人 5〜9 -人 0〜4 -人 5〜9 -人
10〜14 0人 15〜19 33人 10〜14 -人 15〜19 -人 10〜14 -人 15〜19 -人
20〜24 207人 25〜29 422人 20〜24 -人 25〜29 -人 20〜24 -人 25〜29 -人
30〜34 596人 35〜39 679人 30〜34 -人 35〜39 -人 30〜34 -人 35〜39 -人
40〜44 654人 45〜49 621人 40〜44 -人 45〜49 -人 40〜44 -人 45〜49 -人
50〜54 700人 55〜59 823人 50〜54 -人 55〜59 -人 50〜54 -人 55〜59 -人
60〜64 565人 65〜69 159人 60〜64 -人 65〜69 -人 60〜64 -人 65〜69 -人
70〜74 16人 70〜74 -人 70〜74 -人

女性（被保険者）
令和6年度見込み 令和7年度見込み 令和8年度見込み
0〜4 0人 5〜9 0人 0〜4 -人 5〜9 -人 0〜4 -人 5〜9 -人
10〜14 0人 15〜19 6人 10〜14 -人 15〜19 -人 10〜14 -人 15〜19 -人
20〜24 66人 25〜29 91人 20〜24 -人 25〜29 -人 20〜24 -人 25〜29 -人
30〜34 121人 35〜39 123人 30〜34 -人 35〜39 -人 30〜34 -人 35〜39 -人
40〜44 127人 45〜49 144人 40〜44 -人 45〜49 -人 40〜44 -人 45〜49 -人
50〜54 228人 55〜59 132人 50〜54 -人 55〜59 -人 50〜54 -人 55〜59 -人
60〜64 66人 65〜69 7人 60〜64 -人 65〜69 -人 60〜64 -人 65〜69 -人
70〜74 1人 70〜74 -人 70〜74 -人

男性（被扶養者）
令和6年度見込み 令和7年度見込み 令和8年度見込み
0〜4 464人 5〜9 493人 0〜4 -人 5〜9 -人 0〜4 -人 5〜9 -人
10〜14 450人 15〜19 454人 10〜14 -人 15〜19 -人 10〜14 -人 15〜19 -人
20〜24 279人 25〜29 42人 20〜24 -人 25〜29 -人 20〜24 -人 25〜29 -人
30〜34 10人 35〜39 5人 30〜34 -人 35〜39 -人 30〜34 -人 35〜39 -人
40〜44 4人 45〜49 2人 40〜44 -人 45〜49 -人 40〜44 -人 45〜49 -人
50〜54 1人 55〜59 2人 50〜54 -人 55〜59 -人 50〜54 -人 55〜59 -人
60〜64 2人 65〜69 7人 60〜64 -人 65〜69 -人 60〜64 -人 65〜69 -人
70〜74 4人 70〜74 -人 70〜74 -人

女性（被扶養者）
令和6年度見込み 令和7年度見込み 令和8年度見込み
0〜4 409人 5〜9 452人 0〜4 -人 5〜9 -人 0〜4 -人 5〜9 -人
10〜14 463人 15〜19 394人 10〜14 -人 15〜19 -人 10〜14 -人 15〜19 -人
20〜24 251人 25〜29 111人 20〜24 -人 25〜29 -人 20〜24 -人 25〜29 -人
30〜34 191人 35〜39 290人 30〜34 -人 35〜39 -人 30〜34 -人 35〜39 -人
40〜44 296人 45〜49 325人 40〜44 -人 45〜49 -人 40〜44 -人 45〜49 -人
50〜54 411人 55〜59 438人 50〜54 -人 55〜59 -人 50〜54 -人 55〜59 -人
60〜64 258人 65〜69 75人 60〜64 -人 65〜69 -人 60〜64 -人 65〜69 -人
70〜74 35人 70〜74 -人 70〜74 -人

基本情報から見える特徴
・事業主の拠点は母体企業と同一事業場が多いが、異なる事業場も点在している。
・加入者は50代がピークとなっている。
・健康保険組合には、医療専門職がいない。
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STEP１-２ 保健事業の実施状況
保健事業の整理から見える特徴
被保険者、被扶養者共に、健康診断、特定保健指導から各種費用補助等、一般的な保険事業は実施している。

事業の一覧
職場環境の整備
　保健指導宣伝 　各事業所への健康状況通知
加入者への意識づけ
　保健指導宣伝 　健保組合員へのインセンティブ付与
個別の事業
　特定健康診査事業 　特定健康診査
　特定保健指導事業 　特定保健指導
　疾病予防 　人間ドック費用補助
　疾病予防 　婦人科健診費用補助
　疾病予防 　インフルエンザ予防接種費用補助
　疾病予防 　配偶者・任意継続者健診
　疾病予防 　大腸がん健診
事業主の取組
　1 　各事業所への健康状況通知
※事業は予算科目順に並び替えて表示されています。
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職場環境の整備
保
健
指
導
宣
伝

2 各事業所への
健康状況通知 各事業所への健康情報発信を100%達成する。 全て 男女

18
〜
65

被保険
者 -

・毎月、保健師より「いきいき職場だ
より」が発行され、イントラを通じて
配信されている。

・各事業場の掲示板にて配信すること
で、身近な場所で目につきやすくして
いる。

・まだまだ、健康情報発信を知らない
、興味ない方が多い。 -

加入者への意識づけ
保
健
指
導
宣
伝

2
健保組合員へ
のインセンテ
ィブ付与

健康ポイント制度の導入により加入者の健康意識が高まり、特定健診
及び保健指導の受診率がアップしている。 全て 男女

18
〜
74

加入者
全員 -

・2023年6月より健康支援プラットフォ
ーム（Pep Up）を導入した。
・同ツールを活用し、健康行動促進、
ヘルスリテラシー向上に向けたイベン
トを随時開催している。
・アカウント登録率：31.3%（被保:36.
4%、被扶:20.9%）　2023年2月現在

・初回導入時にFitbit配布などのキャン
ペーン実施により、アカウント登録を
促進した。
・各種イベント等については、掲示内
容を個別メールするなど、目に触れる
ような工夫をした。

・アカウント登録率をさらに向上させ
る。 -

個別の事業
特
定
健
康
診
査
事
業

3 特定健康診査 特定健診の受診率90%以上を達成する。 全て 男女
40
〜
74

加入者
全員 12,692

【被保険者】
受診状況：3,800∕3,934
受診率　：96.6%
【被扶養者】
受診状況：1,132∕1,845
受診率　：61.4%
【合計】
受診状況：4,932∕5,779
受診率　：85.3%

・実施までの運用を各事業場主体で行
う。 ・未受診者のフォロー 4

特
定
保
健
指
導
事
業

4 特定保健指導 特定保健指導の終了率55%以上を達成する。 全て 男女
40
〜
74

加入者
全員 13,254

【被保険者】
受診状況：478∕800
受診率　：59.8%
【被扶養者】
受診状況：5∕78
受診率　：6.4%
【合計】
受診状況：483∕878
受診率　：55.0%

・実施までの運用を各事業場主体で行
う。
・健診受診から特定保健指導まで、可
能であれば同一機関で一気通貫で行う
。

・被扶養者の特定保健指導実施率の改
善 3

疾
病
予
防

3 人間ドック費
用補助 本人の定期健診及び家族健診を含め90%以上の受診を目指す。 全て 男女

18
〜
74

加入者
全員 - No.1と同じ No.1と同じ No.1と同じ 4

3 婦人科健診費
用補助 特になし 全て 男女

18
〜
74

加入者
全員 - No.1と同じ No.1と同じ No.1と同じ 4

3
インフルエン
ザ予防接種費
用補助

特になし 全て 男女
0

〜
74

加入者
全員 -

【2023年】
対象者数：3,341
補助総額：6,601千円

特になし。 特になし。 5

3 配偶者・任意
継続者健診 健診受診率60％以上を目指す。 全て 男女

18
〜
74

被扶養
者 -

未受診者に対し、以下の対応を行い、
健康診断への意識啓発、健診受診デー
タ収集を行っている。
①簡易血液検査キットによる検査案内
②パート先等健診提出に対するインセ
ンティブ実施

・未受診者に対する意識啓発・フォロ
ー策の実施

・未受診者のフォロー
・特定保健指導実施率の改善 3

3 大腸がん健診 特になし 全て 男女 18
〜
74

加入者
全員 - No.1と同じ No.1と同じ No.1と同じ 4

注１) １．職場環境の整備  ２．加入者への意識づけ  ３．健康診査  ４．保健指導・受診勧奨  ５．健康教育  ６．健康相談  ７．後発医薬品の使用促進  ８．その他の事業
注２) １．39%以下  ２．40%以上  ３．60%以上  ４．80%以上  ５．100%

予
算
科
目

注1)
事業
分類

事業名 事業目標
対象者

事業費
(千円)

振り返り
注2)
評価対象

事業所 性別 年
齢 対象者 実施状況・時期 成功・推進要因 課題及び阻害要因
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事業主の取組
各事業所への健康
状況通知

目的：事業主における従業員　　　の健康状況の認知
概要：事業主へ職場の健康状　　　況を通知し、健康情報　　　を
共有する。

被保険者 男女
18
〜
65
母体企業のヘルスケア委員会及び健保組合会に
て大枠の報告を実施。 特になし

これまで詳細な報告を行える環境がなかったが
、今後はホームページ内に事業所専用サイトを
立ち上げることで対応する。

有

事業名 事業の目的および概要
対象者 振り返り 共同

実施資格 性別 年
齢 実施状況・時期 成功・推進要因 課題及び阻害要因
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STEP１-３ 基本分析

登録済みファイル一覧
記号 ファイル画像 タイトル カテゴリ コメント
ア 現状分析レポート その他 ①加入者構成

②財政収支
③医療費
④医療費の構成要素
⑤高血圧症・脂質異常症・糖尿病のリスク者の推移・将来予測
⑥健診受診状況
⑦生活習慣分析
⑧特定保健指導の実施状況
⑨主要疾患分析
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STEP２ 健康課題の抽出
No. STEP1

対応項目 基本分析による現状把握から見える主な健康課題 対策の方向性 優先すべき
課題

1 健康状態について、健康状態改善率が拡大したものの、健康状態悪化率も拡
大しており、モグラたたき状態となっている。  1人ひとりの健康行動を促進すべく、健康施策を企画・推進する。

2 60歳以上になると医療費が約2倍と激増している。  60歳前から健康を意識する。

基本情報
No. 特徴 対策検討時に留意すべき点

1 事業主の拠点は母体企業と同一事業場が多いが、異なる事業場も点在している。  母体企業と異なる事業場についても、担当窓口と連携し、着実にフォローを行う。

2 加入者は50代がピークとなっている。  50代のピーク層がさらに年齢を重ねることで、健康リスクや医療費負担の更なる増加が
懸念される。

3 健康保険組合には、医療専門職がいない。  事業主でも健康経営を推進しており、コラボヘルスで健康施策を実施していく。

保健事業の実施状況
No. 特徴 対策検討時に留意すべき点

1 被保険者、被扶養者共に、健康診断、特定保健指導から各種費用補助等、一般的な保険事業
は実施している。  既存事業の活用状況等を検証しつつ、不足している施策を検討していく。

ア

未選択
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STEP３ 保健事業の実施計画

事業の一覧
職場環境の整備
　予算措置なし 　ココロとカラダの健康づくりワークショップ開催
加入者への意識づけ
　疾病予防 　健保組合員へのインセンティブ付与
個別の事業
　特定健康診査事業 　定期健康診断（特定健康診査含む）
　特定保健指導事業 　特定保健指導
　疾病予防 　配偶者・任意継続者健診
　疾病予防 　各種がん検診・検査
　疾病予防 　インフルエンザ予防接種
　疾病予防 　こころとからだの健康ダイヤル
　疾病予防 　禁煙支援
　予算措置なし 　ストレスチェック
※事業は予算科目順に並び替えて表示されています。

事業全体の目的
ダイセル健康保険組合の加入者一人ひとりの自律的かつ積極的な健康づくりを支援し、個々の生活の充実と事業主の継続的な発展の両立に繋げる。

事業全体の目標
母体企業及びその労働組合との連携によるコラボヘルス活動を強化し、健保施策を協力展開することで、医療費の低減を図る。

22



職場環境の整備
- - - - - -

予
算
措
置
な
し

1 既
存

ココロとカラ
ダの健康づく
りワークショ
ップ開催

全て 男女
18
〜
65

被保険
者 ２ キ,ケ,サ

事業主が主体であるが、
職場のココロとカラダの
健康状態を把握し、課題
や対策を考える機会を提
供する。対策の検討には
健保組合の保健事業の活
用を含める。

ア,イ
母体企業と同一拠点の事
業所に加え、遠隔地の事
業所も対象として拡充し
ていく。

年1回、健保組合の事業所
を対象にワークショップ
を開催する。

年1回、健保組合の事業所
を対象にワークショップ
を開催する。

年1回、健保組合の事業所
を対象にワークショップ
を開催する。

年1回、健保組合の事業所
を対象にワークショップ
を開催する。

年1回、健保組合の事業所
を対象にワークショップ
を開催する。

年1回、健保組合の事業所
を対象にワークショップ
を開催する。

全事業所がココロとカラダの健康づくりワ
ークショップに参加している。

健康状態について、健康状態改善
率が拡大したものの、健康状態悪
化率も拡大しており、モグラたた
き状態となっている。

事業所の参加率(【実績値】40％　【目標値】令和6年度：50％　令和7年度：60％　令和8年度：70％　令和9年度：80％　令和10年度：90％　令和11年度：100％
)-

アウトプットと同じ
(アウトカムは設定されていません)

加入者への意識づけ
17,000 - - - - -

疾
病
予
防

2 既
存

健保組合員へ
のインセンテ
ィブ付与

全て 男女
18
〜
74

加入者
全員 １ ア,エ

ヘルスケアプラットフォ
ームを活用し、多様な健
康イベント等を企画・推
進するとともに、望まし
い健康行動に対してポイ
ントを付与する。

ク
ヘルスケアプラットフォ
ームを提供している委託
先と連携する。

・日々の記録、行動チェ
ック（通年）
・健診結果改善チャレン
ジ（通年）
・ウォーキングイベント
（春、秋）
・健康アクセル６チャレ
ンジ（秋）
・健康クイズ（冬）

・日々の記録、行動チェ
ック（通年）
・健診結果改善チャレン
ジ（通年）
・ウォーキングイベント
（春、秋）
・健康アクセル６チャレ
ンジ（秋）
・健康クイズ（冬）

・日々の記録、行動チェ
ック（通年）
・健診結果改善チャレン
ジ（通年）
・ウォーキングイベント
（春、秋）
・健康アクセル６チャレ
ンジ（秋）
・健康クイズ（冬）

・日々の記録、行動チェ
ック（通年）
・健診結果改善チャレン
ジ（通年）
・ウォーキングイベント
（春、秋）
・健康アクセル６チャレ
ンジ（秋）
・健康クイズ（冬）

・日々の記録、行動チェ
ック（通年）
・健診結果改善チャレン
ジ（通年）
・ウォーキングイベント
（春、秋）
・健康アクセル６チャレ
ンジ（秋）
・健康クイズ（冬）

・日々の記録、行動チェ
ック（通年）
・健診結果改善チャレン
ジ（通年）
・ウォーキングイベント
（春、秋）
・健康アクセル６チャレ
ンジ（秋）
・健康クイズ（冬）

ヘルスケアプラットフォームの活用により
、加入者の健康意識が高まり、健康に関す
る指標が向上している。

健康状態について、健康状態改善
率が拡大したものの、健康状態悪
化率も拡大しており、モグラたた
き状態となっている。

健診問診の集計結果(【実績値】3.57点　【目標値】令和6年度：3.6点　令和7年度：3.7点　令和8年度：3.7点　令和9年度：3.7点　令和10年度：3.7点　令和11年
度：3.7点)◇健康行動スコア
問診結果を元に、「運動」「食事」「睡眠」「飲酒」「間食」「喫煙」の望ましい行動がどれほどとれているかを各0点/1点で評価し、6点満点の平均点で算出（数
値が高いほど良い）

健康管理不良者率(【実績値】11.1％　【目標値】令和6年度：11.1％　令和7年度：10.5％　令和8年度：10.5％　令和9年度：10.5％　令和10年度：10.5％　令和11年度：10.5％)健診5項目の内、1項目でも「受診
勧奨」「受診指示」に該当する人の割合で算出（数値が低いほど良い）

ハイリスク者の管理(【実績値】71.9％　【目標値】令和6年度：73.0％　令和7年度：74.1％　令和8年度：74.1％　令和9年度：74.1％　令和10年度：74.1％　令和
11年度：74.1％)◇健康管理不良者治療率
健診問診結果を基に、服薬治療者∕（服薬治療者＋健康管理不良者）✕100%で算出（数値が高いほど良い）

内臓脂肪型肥満リスク者率(【実績値】21.4％　【目標値】令和6年度：21.4％　令和7年度：21.2％　令和8年度：21.2％　令和9年度：21.2％　令和10年度：21.2％　令和11年度：21.2％)健診結果の腹囲、BMIの
基準値を共に超えた人の割合で算出（数値が低いほど良い）

個別の事業
13,430 - - - - -

特
定
健
康
診
査
事
業

3

既
存(

法
定)

定期健康診断
（特定健康診
査含む）

全て 男女
18
〜
74

被保険
者 ３ ウ

事業所の状況に応じ、医
療機関と提携して特定健
康診査を実施する。

ア,イ,カ
実施にあたっては医療機
関と連携し、結果につい
ては保健師と連携してフ
ォローを行う。

事業主と連携を強化し、
被保険者の受診もれを0に
する。

事業主と連携を強化し、
被保険者の受診もれを0に
する。

事業主と連携を強化し、
被保険者の受診もれを0に
する。

事業主と連携を強化し、
被保険者の受診もれを0に
する。

事業主と連携を強化し、
被保険者の受診もれを0に
する。

事業主と連携を強化し、
被保険者の受診もれを0に
する。

特定健診の受診率90%以上を達成する。 該当なし（これまでの経緯等で実
施する事業）

特定健診受診率(【実績値】85.3％　【目標値】令和6年度：90％　令和7年度：90％　令和8年度：90％　令和9年度：90％　令和10年度：90％　令和11年度：90
％)-

生活習慣リスク保有者率(【実績値】11.1％　【目標値】令和6年度：11.1％　令和7年度：10.5％　令和8年度：10.5％　令和9年度：10.5％　令和10年度：10.5％　令和11年度：10.5％)◇健康管理不良者率
健診5項目の内、1項目でも「受診勧奨」「受診指示」に該当する人の割合で算出（数値が低いほど良い）

-
内臓脂肪症候群該当者割合(【実績値】21.4％　【目標値】令和6年度：21.4％　令和7年度：21.2％　令和8年度：21.2％　令和9年度：21.2％　令和10年度：21.2％　令和11年度：21.2％)◇内臓脂肪型肥満リスク
者率
健診結果の腹囲、BMIの基準値を共に超えた人の割合で算出（数値が低いほど良い）

22,490 - - - - -
特
定
保
健
指
導
事
業

4

既
存(

法
定)

特定保健指導 全て 男女
40
〜
74

基準該
当者 １ ウ

事業所の状況に応じ、医
療機関と提携して特定保
健指導を実施する。

ウ,カ
実施にあたっては医療機
関や委託先と連携し、結
果については必要に応じ
て保健師と連携してフォ
ローを行う。

・全事業主に対し、被保
険者の受診勧奨を依頼す
る。
・家族の特定保健指導を
強化する。

・全事業主に対し、被保
険者の受診勧奨を依頼す
る。
・家族の特定保健指導を
強化する。

・全事業主に対し、被保
険者の受診勧奨を依頼す
る。
・家族の特定保健指導を
強化する。

・全事業主に対し、被保
険者の受診勧奨を依頼す
る。
・家族の特定保健指導を
強化する。

・全事業主に対し、被保
険者の受診勧奨を依頼す
る。
・家族の特定保健指導を
強化する。

・全事業主に対し、被保
険者の受診勧奨を依頼す
る。
・家族の特定保健指導を
強化する。

特定保健指導の受診率60%以上を達成する
。

該当なし（これまでの経緯等で実
施する事業）

特定保健指導実施率(【実績値】55％　【目標値】令和6年度：60％　令和7年度：60％　令和8年度：60％　令和9年度：60％　令和10年度：60％　令和11年度：6
0％)- 特定保健指導対象者割合(【実績値】15.2％　【目標値】令和6年度：14.9％　令和7年度：14.7％　令和8年度：14.7％　令和9年度：14.7％　令和10年度：14.7％　令和11年度：14.7％)-

47,461 - - - - -

疾
病
予
防

3 既
存

配偶者・任意
継続者健診 全て 男女

18
〜
74

基準該
当者 １ ウ,ケ

全国の地区を二つに分け
て、委託先2社より健診案
内を発送し、受診しても
らう。

カ
関西地区　　：京都工場
保健会
関西地区以外：日本予防
医学協会

・基準該当者に健診の案
内を発送し、受診しても
らう。
・未受診者に対しては簡
易血液検査キットの案内
を発送し、健康意識の啓
発を図る。

・基準該当者に健診の案
内を発送し、受診しても
らう。
・未受診者に対しては簡
易血液検査キットの案内
を発送し、健康意識の啓
発を図る。

・基準該当者に健診の案
内を発送し、受診しても
らう。
・未受診者に対しては簡
易血液検査キットの案内
を発送し、健康意識の啓
発を図る。

・基準該当者に健診の案
内を発送し、受診しても
らう。
・未受診者に対しては簡
易血液検査キットの案内
を発送し、健康意識の啓
発を図る。

・基準該当者に健診の案
内を発送し、受診しても
らう。
・未受診者に対しては簡
易血液検査キットの案内
を発送し、健康意識の啓
発を図る。

・基準該当者に健診の案
内を発送し、受診しても
らう。
・未受診者に対しては簡
易血液検査キットの案内
を発送し、健康意識の啓
発を図る。

健診受診率60％以上を目指す。 該当なし（これまでの経緯等で実
施する事業）

特定健診受診率(【実績値】61.4％　【目標値】令和6年度：70％　令和7年度：75％　令和8年度：75％　令和9年度：75％　令和10年度：75％　令和11年度：75
％)-

アウトプットと同じ
(アウトカムは設定されていません)

6,651 - - - - -

予
算
科
目

注1)
事業
分類

新
規
既
存

事業名
対象者 注2)

実施
主体

注3)
プロセス

分類
実施方法

注4)
ストラク

チャー
分類

実施体制
予算額(千円)

事業目標 健康課題との関連実施計画
対象

事業所 性別 年
齢 対象者 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

アウトプット指標 アウトカム指標

23



3 既
存

各種がん検診
・検査 全て 男女

18
〜
74

基準該
当者 １ ウ - カ -

・定期健診に合わせて各
種がん検診・検査を実施
する。
・個人が直接、医療機関
で受診した場合は費用の
補助を行う。

・定期健診に合わせて各
種がん検診・検査を実施
する。
・個人が直接、医療機関
で受診した場合は費用の
補助を行う。

・定期健診に合わせて各
種がん検診・検査を実施
する。
・個人が直接、医療機関
で受診した場合は費用の
補助を行う。

・定期健診に合わせて各
種がん検診・検査を実施
する。
・個人が直接、医療機関
で受診した場合は費用の
補助を行う。

・定期健診に合わせて各
種がん検診・検査を実施
する。
・個人が直接、医療機関
で受診した場合は費用の
補助を行う。

・定期健診に合わせて各
種がん検診・検査を実施
する。
・個人が直接、医療機関
で受診した場合は費用の
補助を行う。

がんに対する意識を高め、各種がん検診・
検査の受診者数を向上させる。

該当なし（これまでの経緯等で実
施する事業）

ＡＢＣ検診受診者数(【実績値】21人　【目標値】令和6年度：30人　令和7年度：40人　令和8年度：40人　令和9年度：40人　令和10年度：40人　令和11年度：4
0人)数値は費用補助対象者でカウント

アウトプットと同じ
(アウトカムは設定されていません)

ＰＳＡ検査受診者数(【実績値】207人　【目標値】令和6年度：250人　令和7年度：300人　令和8年度：300人　令和9年度：300人　令和10年度：300人　令和11
年度：300人)数値は費用補助対象者でカウント -

6,682 - - - - -

8 既
存

インフルエン
ザ予防接種 全て 男女

0
〜
74

加入者
全員 １ ウ - シ -

・インフルエンザ予防接
種を受けた方に対し、費
用の補助を行う。

・インフルエンザ予防接
種を受けた方に対し、費
用の補助を行う。

・インフルエンザ予防接
種を受けた方に対し、費
用の補助を行う。

・インフルエンザ予防接
種を受けた方に対し、費
用の補助を行う。

・インフルエンザ予防接
種を受けた方に対し、費
用の補助を行う。

・インフルエンザ予防接
種を受けた方に対し、費
用の補助を行う。

インフルエンザ予防に対する意識を高め、
予防接種の受診者数を向上させる。

該当なし（これまでの経緯等で実
施する事業）

予防接種受診者数(【実績値】3,341人　【目標値】令和6年度：3,500人　令和7年度：4,000人　令和8年度：4,000人　令和9年度：4,000人　令和10年度：4,000人
　令和11年度：4,000人)-

アウトプットと同様
(アウトカムは設定されていません)

2,000 - - - - -

6 既
存

こころとから
だの健康ダイ
ヤル

全て 男女
0

〜
74

加入者
全員 １ エ,ス - ウ -

日常生活における健康に
関する不安や予防、治療
に関することなどについ
て、無料で相談できる窓
口を設置する。

日常生活における健康に
関する不安や予防、治療
に関することなどについ
て、無料で相談できる窓
口を設置する。

日常生活における健康に
関する不安や予防、治療
に関することなどについ
て、無料で相談できる窓
口を設置する。

日常生活における健康に
関する不安や予防、治療
に関することなどについ
て、無料で相談できる窓
口を設置する。

日常生活における健康に
関する不安や予防、治療
に関することなどについ
て、無料で相談できる窓
口を設置する。

日常生活における健康に
関する不安や予防、治療
に関することなどについ
て、無料で相談できる窓
口を設置する。

相談窓口設置により、正しい情報や適切な
医療サポートを受けられるようにする。

該当なし（これまでの経緯等で実
施する事業）

相談件数(【実績値】141　【目標値】令和6年度：150　令和7年度：150　令和8年度：150　令和9年度：150　令和10年度：150　令和11年度：150)相談窓口の活
用度合いとして見る。

アウトプットと同じ
(アウトカムは設定されていません)

2,000 - - - - -

8 既
存 禁煙支援 全て 男女

20
〜
74

加入者
全員 １ エ,ス - ウ -

オンラインによる禁煙外
来診察や定期的なサポー
トにより禁煙に導くプロ
グラムを提供する。

オンラインによる禁煙外
来診察や定期的なサポー
トにより禁煙に導くプロ
グラムを提供する。

オンラインによる禁煙外
来診察や定期的なサポー
トにより禁煙に導くプロ
グラムを提供する。

オンラインによる禁煙外
来診察や定期的なサポー
トにより禁煙に導くプロ
グラムを提供する。

オンラインによる禁煙外
来診察や定期的なサポー
トにより禁煙に導くプロ
グラムを提供する。

オンラインによる禁煙外
来診察や定期的なサポー
トにより禁煙に導くプロ
グラムを提供する。

禁煙支援の取組みを拡充し、喫煙率の低減
を図る。

該当なし（これまでの経緯等で実
施する事業）

喫煙率(【実績値】25.5％　【目標値】令和6年度：24.5％　令和7年度：23.5％　令和8年度：23.5％　令和9年度：23.5％　令和10年度：23.5％　令和11年度：
23.5％)-

アウトプットと同じ
(アウトカムは設定されていません)

- - - - - -
予
算
措
置
な
し

3

既
存(

法
定)

ストレスチェ
ック 母体企

業 男女
18
〜
65

被保険
者 ２ ウ

事業主が主体であるが、
全事業所共通のストレス
チェックを実施する。

ア,イ,カ
実施にあたっては事業主
が委託先と連携し、実施
する。

事業主が主として受検勧
奨を行い、未実施者を0に
する。

事業主が主として受検勧
奨を行い、未実施者を0に
する。

事業主が主として受検勧
奨を行い、未実施者を0に
する。

事業主が主として受検勧
奨を行い、未実施者を0に
する。

事業主が主として受検勧
奨を行い、未実施者を0に
する。

事業主が主として受検勧
奨を行い、未実施者を0に
する。

ストレスチェックの受検率100%を達成す
る。

該当なし（これまでの経緯等で実
施する事業）

ストレスチェック受検率(【実績値】99.2％　【目標値】令和6年度：100％　令和7年度：100％　令和8年度：100％　令和9年度：100％　令和10年度：100％　令
和11年度：100％)-

アウトプットと同じ
(アウトカムは設定されていません)

注１) １．職場環境の整備  ２．加入者への意識づけ  ３．健康診査  ４．保健指導・受診勧奨  ５．健康教育  ６．健康相談  ７．後発医薬品の使用促進  ８．その他の事業
注２) １．健保組合  ２．事業主が主体で保健事業の一部としても活用  ３．健保組合と事業主との共同事業
注３) ア．加入者等へのインセンティブを付与  イ．受診状況の確認（要医療者・要精密検査者の医療機関受診状況）  ウ．受診状況の確認（がん検診・歯科健診の受診状況）  エ．ＩＣＴの活用  オ．専門職による健診結果の説明  カ．他の保険者と共同で集計データを持ち寄って分析を実施  キ．定量的な効果検証の実施

ク．対象者の抽出（優先順位づけ、事業所の選定など）  ケ．参加の促進（選択制、事業主の協力、参加状況のモニタリング、環境整備）  コ．健診当日の面談実施・健診受診の動線活用  サ．就業時間内も実施可（事業主と合意）  シ．保険者以外が実施したがん検診のデータを活用  ス．その他
注４) ア．事業主との連携体制の構築  イ．産業医または産業保健師との連携体制の構築  ウ．外部委託先の専門職との連携体制の構築  エ．他の保険者との健診データの連携体制の構築  オ．自治体との連携体制の構築  カ．医療機関・健診機関との連携体制の構築  キ．保険者協議会との連携体制の構築  ク．その他の団体との連携体制の構築

ケ．保険者内の専門職の活用（共同設置保健師等を含む）  コ．運営マニュアルの整備（業務フローの整理）  サ．人材確保・教育（ケースカンファレンス∕ライブラリーの設置）  シ．その他

予
算
科
目

注1)
事業
分類

新
規
既
存

事業名
対象者 注2)

実施
主体

注3)
プロセス

分類
実施方法

注4)
ストラク

チャー
分類

実施体制
予算額(千円)

事業目標 健康課題との関連実施計画
対象

事業所 性別 年
齢 対象者 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

アウトプット指標 アウトカム指標
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